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李
登
輝
先
生
は
一
月
の
あ
る
講
演
で
、
台
湾
企
業
に

対
し
て
「
大
陸
へ
の
投
資
は
四
〇
％
以
内
に
し
な
さ

い
」
と
強
い
口
調
で
呼
び
か
け
た
。

　

筆
者
は
こ
の
数
字
が
意
外
に
大
き
い
の
に
、
む
し
ろ

驚
い
た
。

　

以
前
、
八
〇
年
代
後
半
だ
っ
た
が
、
香
港
の
華
僑
の

大
物
連
中
を
取
材
し
た
と
き
、
た
と
え
親
中
派
の
財
界

人
で
も
「
全
財
産
の
一
五
％
以
内
し
か
中
国
大
陸
に
は

投
資
し
て
お
り
ま
せ
ん
よ
」
と
言
っ
て
い
た
事
実
を
思

い
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
「
ス
テ
ー
キ
・
ホ
ル
ダ
ー
」（
責

任
あ
る
利
害
関
係
者
）
な
ど
と
北
京
を
お
だ
て
て
、
大

甘
政
策
を
採
っ
て
き
た
が
本
質
的
に
米
中
関
係
は
＂
戦

略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
＂
で
は
な
い
。

　

米
中
関
係
は
緩
和
方
向
に
あ
る
と
い
う
の
が
国
内
マ

ス
コ
ミ
の
大
方
の
分
析
だ
が
、
米
国
の
底
流
に
あ
る
対

中
認
識
は
一
八
〇
度
異
な
り
、
中
国
と
は
覇
権
を
め
ぐ

る
競
合
者
と
い
う
位
置
付
け
だ
。

　

ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防
長
官
は
「
ア
ジ
ア
の
周
囲
の

国
々
で
中
国
を
敵
視
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
に
、
中
国

の
軍
拡
は
な
ん
だ
」
と
何
回
も
発
言
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
政
治
環
境
の
な
か
で
昨
師
走
三
日
に
地
方

統
一
選
挙
が
台
湾
で
行
わ
れ
、
台
湾
独
立
に
反
対
の
野

党
が
圧
勝
し
た
。「
台
湾
与
党
は
最
悪
の
危
機
に
立
っ

た
」（
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
、
〇
五
年
十
二

月
五
日
付
け
）。

　

勝
っ
た
馬
英
九
（
国
民
党
主
席
）
は
選
挙
後
初
の
記

者
会
見
で
、「
北
京
も
過
去
数
年
間
は
台
湾
独
立
を
阻

止
す
る
こ
と
に
優
先
順
位
を
置
い
て
き
た
が
、
両
岸
の

経
済
交
流
と
発
展
ぶ
り
を
み
て
、
か
れ
ら
も
現
状
維
持 宮崎正弘理事

台
湾
と
私　
⑾

台
湾
と
中
国
が
ベ
ト
ナ
ム
市
場
争
奪

宮み
や

崎ざ
き　

正ま
さ

弘ひ
ろ

●
本
会
理
事

評
論
家
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【日台共栄】台湾と私 ⑾　台湾と中国がベトナム市場争奪�

を
望
ん
で
お
り
、
国
民
党
が
こ
の
方
向
で
平
和
を
模
索

す
る
政
策
を
実
施
で
き
れ
ば
次
の
総
統
選
挙
に
勝
て

る
。
わ
た
し
は
近
日
中
に
訪
中
す
る
予
定
が
な
い
け
れ

ど
、
北
京
の
要
人
が
台
湾
へ
来
て
話
し
合
う
こ
と
は
有

意
義
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

こ
う
し
た
表
向
き
の
趨
勢
と
は
べ
つ
に
、
中
国
と
台

湾
の
経
済
戦
争
の
舞
台
は
ベ
ト
ナ
ム
に
飛
び
火
し
て
い

る
。
熾
烈
な
市
場
争
奪
と
進
出
競
争
が
ハ
ノ
イ
や
ホ
ー

チ
ミ
ン
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

中
国
側
の
度
重
な
る
い
じ
め
に
嫌
気
を
さ
し
て
、
台

湾
企
業
が
ベ
ト
ナ
ム
へ
と
方
向
舵
を
明
確
に
変
え
た
の

は
昨
年
三
月
の
「
反
国
家
分
裂
法
」
以
後
で
あ
る
。
最

近
は
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
何
処
へ
行
っ
て
も
台
湾

企
業
の
存
在
が
顕
著
と
な
っ
た
。

　

一
九
八
八
年
以
来
、
外
国
企
業
の
ベ
ト
ナ
ム
投
資
は

五
百
億
ド
ル
を
超
え
た
が
、
主
と
し
て
台
湾
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
日
本
、
韓
国
企
業
の
進
出
に
よ
る
。

　

こ
の
間
、
中
国
か
ら
の
投
資
は
七
億
三
千
四
百
万
ド

ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
香
港
経
由
が
三
十
七
億
ド
ル

と
見
積
も
ら
れ
て
お
り
、
中
越
間
の
貿
易
は
い
ま
や
七

十
五
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
主
導
し
た
の
は
広
東
勢
だ
っ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
語
は
広
東
語
と
類
似
性
が
あ
り
華
北
の
政

治
主
義
を
嫌
う
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で
も
共
通
す
る
。

　

胡
錦
濤
の
ハ
ノ
イ
訪
問
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
へ
の

大
々
的
投
資
が
決
定
し
、
Ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
（
中
国
海
洋
石

油
）
は
ベ
ト
ナ
ム
と
合
弁
で
沖
合
ガ
ス
田
開
発
に
乗
り

出
す
こ
と
も
意
外
な
展
開
だ
。

　

台
湾
の
猛
烈
な
進
出
ぶ
り
よ
り
、
さ
ら
に
猛
烈
に
中

国
の
製
造
業
、
石
油
化
学
が
ベ
ト
ナ
ム
へ
本
格
的
に
工

場
を
移
転
中
な
の
で
あ
る
。

「（
中
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
わ
れ
る
）
温
州
商
人
が
大

挙
し
て
ベ
ト
ナ
ム
へ
押
し
掛
け
、
工
場
を
次
々
と
建
設

し
は
じ
め
た
あ
た
り
か
ら
情
勢
は
変
わ
っ
て
い
る
。
温

州
市
当
局
が
、
公
害
を
ま
き
散
ら
す
工
場
は
ベ
ト
ナ
ム

へ
移
転
せ
よ
と
推
薦
し
、
旅
行
団
を
組
織
し
た
経
緯
も

大
き
い
」
と
驚
く
べ
き
事
実
を
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト

（
十
二
月
六
日
付
け
）
が
暴
露
し
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
に
粗
大
ゴ
ミ
を
輸
出
す
る
中
国
、
工
場
の

大
々
的
移
転
を
考
え
る
台
湾
。

　

中
台
の
商
業
的
な
角
逐
は
こ
れ
か
ら
。
日
本
は
た
ぶ

ん
拱
手
傍
観
だ
ろ
う
。
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